
社会人ドクターとは社会人ドクターとは

宇都宮大学大学院工学研究科

博士後期課程（４専攻）
生産情報工学専攻

物性工学専攻

エネルギー環境科学専攻

情報制御システム科学専攻



社会人ドクターの定義
・会社等に所属しつつ入学し，学生（コースドクター）になる。

身分証明書は2枚（社員証+学生証）になる。
・費用は個人持ち？会社持ち？（会社と相談）。
・短期修了（最短１年）も可能。

＊学術論文が数報以上ある。
＊研究成果が既にあり学術論文を執筆し学会誌に投稿するのみ。

・長期履修制度がある（３年分の授業料で６年間所属など）。

ドクターを取得するには

・授業２科目（２単位×２＝４単位）と副専門研修AおよびBを履修する。

・研究および技術開発を社内で実施する。場合（大学で実施し易い実験など）に
よっては大学の研究室で研究を進めることもある。

・研究がまとまったら論文を書く。

・予備審査および本審査を経て，学位授与（通常の博士号と全く同じ）となる。



社会人ドクターコースへの入学

修士の学位取得者修士の学位取得者 修士の未修得者（学部卒，高専卒等）修士の未修得者（学部卒，高専卒等）

受験許可書（上司の許可）

入学試験（外国語、口述試験及び面接）

出願資格審査（実績）
学会発表、特許、講演資料等

入学（現在まで１００％）

出願期間

平成１９年８月１５（水）

～ ８月２０（月）



ドクターコースの授業など

講義 ２科目（職場や自宅でできる内容のもの

が多い。レポートなど）

副専門研修
２科目

専門から離れた分野の教員と
相談しながら研修 （化学系の学生

が機械系や情報系などの他分野の先生の
指導により研修する。自宅でできる内容のも
のが多い。報告書など）

特別実験 職場での研究開発

特別研修 （主任指導教員と相談）



大学・研究室 職場

研究の進め方

研究・技術開発
（職場の業務として）

月に１回
程度？

教員や学生との相談

報告

大学の装置
で測定・解析



研
究

技
術
開
発

博士後期入学

主任指導１名
副指導教員２名

予備審査

学位授与(博士）

双方向イン
ターンシップ

博士論文に関する
口述試験

副専門研修Ａ
３単位

副専門研修Ｂ
３単位

資格審査

博士論文作成

最終試験（論文審査および公聴会）

特論４単位（２×２）



長期履修制度とは
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履修年限は入学時に決定（途中変更可）
あくまでも３年分の正規授業料のみ

６年＝3/6＝1/2
５年＝3/5
４年＝3/4

留年の場合
４年目以降満額を
支払う

単位取得満期退学
退学後３年間はコー
スドクターとしての審
査内容

通常

長期履修

（約28万円）

（約54万円／年）

（約27万円／年）

（約28万円）



長期履修制度で早期修了の場合
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３年以上で修了
↓

修了時に、正規３年分の
授業料となるように支払う

例 ６年宣言
3/6＝1/2の授業

料



長期履修制度で早期修了の場合

入
学
金

授
業
料

１年 ２年 ３年 ６年５年４年

授
業
料

授
業
料

授
業
料

例 ６年宣言
3/6＝1/2の授業

料

６年宣言 年で修了→ ２

授
業
料

授
業
料

入
学
金

授
業
料

１年 ２年 ３年 ６年５年４年

授
業
料

授
業
料

授
業
料

授
業
料

授
業
料

３年未満で修了
↓

正規授業料×在学年数



学術論文を多数持っている
↓

早く修了したい場合
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３年未満で修了
↓

正規授業料×在学年数

最短 １年で修了



社会人ドクターの特典(1)

・共同研究の替わりに（あるいは共同研究費を減額して），ドクター
コースに入学させる。

・ドクターコース学生は，大学内で共有する装置の殆どを利用する
ことが可能。

・研究室あるいは学内の多くの情報が勝手に入ってくる。
・ドクターコース学生に卒論生やマスター学生をつけ，社会人ドク
ターの指導下で研究させることが多い。社会人ドクターは会社で
研究や技術開発，学生は大学で研究。

・企業での技術開発あるいは研究をドクター論文の内容とする
・大学に月に１回もしくは数回出向くことで修了できる。普段は
会社勤務で可。



社会人ドクターの特典(2)

学割が使えます学割が使えます
（使うか使わないかは本人次第）

アカデミックプライスも？アカデミックプライスも？

では、お待ちしています。

共同研究も重要ですが，そのついでに
博士号も取得しませんか。



○ 募集要項等の請求先

〒321-8585 宇都宮市陽東 7-1-2

宇都宮大学工学部 学生係
Tel     028-689-6003
FAX   028-689-6019

○ 内容に関する問合せ先

宇都宮大学大学院・工学研究科 進村武男 まで

Tel & FAX     028-689-6057

e-mail           shinmura@cc.utsunomiya-u.ac.jp

出願期間： 平成１９年８月１５（水）～ ８月２０（月）

mailto:shinmura@cc.utsunomiya-u.ac.jp
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